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精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
は
、
４
月
か
ら
「
自
立
支
援
医
療
費
制

度
」
に
変
わ
り
ま
す
。
同
制
度
の
受
給
者

は
、
３
月
３１
日
ま
で
に
変
更
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
立
支
援
医
療
費
制
度
と
は

現
在
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く

更
生
医
療
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
育
成

医
療
お
よ
び
、
精
神
保
健
福
祉
法
に
基
づ

く
精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
を
一

元
化
し
、
み
ん
な
で
費
用
を
支
え
合
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
新
制
度
で
す
。

◆
利
用
者
負
担
額
は

４
月
か
ら
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
原

則
１
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、「
世
帯
」
の
所
得
等
に
応
じ
て
月
額

の
負
担
上
限
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
給
付

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
自
立
支
援
医
療
の
有
効
期
間

１
年

◆
変
更
手
続
は
市
役
所
で

次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
証
の
写
し
（
国
民
健
康
保

険
・
国
保
組
合
加
入
者
は
、
同
一
世
帯
の

方
全
員
の
も
の
。
そ
の
他
の
健
康
保
険
等

の
加
入
者
は
、
本
人
の
も
の
）

②
所
得
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
（
国
民

健
康
保
険
・
国
保
組
合
の
場
合
は
、
同
一

世
帯
の
方
全
員
の
も
の
。
そ
の
他
の
健
康

保
険
等
の
場
合
は
、
健
康
保
険
等
加
入
者

の
も
の
。
ま
た
市
町
村
民
税
非
課
税
で
あ

る
場
合
に
は
、
本
人
の
受
給
し
て
い
る
年

金
、
手
当
等
の
額
が
分
か
る
も
の
）

③
そ
の
他
必
要
書
類
（
患
者
票
の
有
効
期

限
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
２
月
ま
で
に
手

続
き
を
！

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
制
度
の
受

給
者
の
う
ち
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
年
度
の
８
月
分
か
ら
翌
年

７
月
分
ま
で
は
、
手
当
が
支
給
停
止
と
な

り
ま
す
。

◆
変
更
手
続
は
市
役
所
で

支
給
・
支
給
停
止
の
決
定
の
た
め
、
市

民
税
課
税
状
況
確
認
の
同
意
書
ま
た
は
、

市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
を
担
当
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
１８
歳
未
満
の
方

を
除
く
）

な
お
、
手
続
き
を
要
す
る
方
に
は
別
途

通
知
を
行
い
ま
し
た
。

◆
支
給
対
象
を
拡
大

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
（
月
額
５

０
０
０
円
の
支
給
）
は
、
４
月
か
ら
、
精

神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

I
児
童
障
害
課
蕁
A
４
２
８
・
４
５
３

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
夢
空
感

D
商
店
会
内
の
空
店
舗
を
利
用
し
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
夢
空
感
で
は
、
Ｄ
Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｍ（
Ｌ
サ
イ
ズ
婦
人
服
・
子
供
服
）

に
加
え
、
三
喜
（
占
い
の
館
）、
悠
久
堂

（
古
布
・
古
陶
磁
器
）、
越
谷
市
郷
土
研
究

会
（
地
場
産
品
・
観
光
紹
介
）、
ス
ッ
キ

リ
館
整
体
（
整
体
サ
ロ
ン
）
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

A
毎
日
、
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
※
月
曜

定
休
日

B
越
谷
市
越
ヶ
谷
本
町
８
―
３
（
越
谷
駅

東
口
下
車
徒
歩
１０
分
）※
駐
車
場
１０
台
あ
り

I
越
谷
市
商
工
会
蕁
９６６
・
６
１
１
１

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
〜

A
２
月
２６
日
豸

午
後
１
時
３０
分
開
演

B
草
加
中
央
公
民
館
（
草
加
駅
東
口
下
車

徒
歩
１０
分
）

D
講
演
「
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
」
※

講
師
＝
落
合
恵
子
さ
ん
（
作
家
）

F

４００
人
※
手
話
通
訳
、
保
育
あ
り
（
２

歳
以
上
の
未
就
学
児
対
象
、
定
員
１０
人
）

H
２
月
１７
日
ま
で
に
草
加
市
人
権
共
生
課

（
蕁
９２２
・
０
８
２
５
）
へ

オ
ペ
ラ
へ
の
招
待

歌
と
薔
薇
の
国
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
楽
し

い
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

A
３
月
２４
日
貊

午
後
６
時
３０
分
開
演

（
３０
分
前
開
場
）

B
三
郷
市
文
化
会
館（
三
郷
駅
徒
歩
１３
分
）

D
エ
レ
ナ
・
バ
ラ
モ
ヴ
ァ
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
イ
リ
エ
フ
（
テ
ノ
ー
ル
）、

イ
ヴ
ァ
イ
ロ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
（
ピ
ア
ノ
）、

は
つ
み
ぜ
ん
の
す
け
（
オ
ペ
ラ
案
内
役
）

G
１
階
指
定
席
２
８
０
０
円
、
２
階
指
定

席
２
０
０
０
円
、
２
階
自
由
席
１
０
０
０

円
※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

I
三
郷
市
文
化
会
館
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

蕁
９５８
・
９
９
０
０

公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

公
民
館
の
お
祭
り
で
す
。
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

A
３
月
１１
日
貍
・
１２
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
３０
分

B
吉
川
市
中
央
公
民
館(

吉
川
駅
北
口
か

ら
徒
歩
１０
分
、
ま
た
は
飯
島
興
業
「
メ
デ

ィ
カ
ル
マ
イ
」
行
き
バ
ス
で
「
中
央
公
民

館
入
口
」
下
車)

D
茶
道
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
小
学
生
体
験
活
動

の
発
表
、
合
唱
や
ダ
ン
ス
の
発
表
、
模
擬

店
な
ど

I
吉
川
市
中
央
公
民
館
蕁
９８１
・
１
２
３
１

加
古
　
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

”
ピ
ア
ノ
と
の
対
話
“

ピ
ア
ノ
の
画
家
・
加
古
　
が
、
い
よ
い

よ
エ
ロ
ー
ラ
に
登
場
し
ま
す
。

A
２
月
１２
日
豸

午
後
３
時
開
演
（
２
時

３０
分
開
場
）

B
田
園
ホ
ー
ル
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅
東

口
、
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ

ス
で
「
中
央
公
民
館
」
下
車
）

I

譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁

９９２
・
１
０
０
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

www.h6.dion.ne.jp/̃ellora/

おしらせHOTコーナー

障
害
福
祉
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

〜
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
〜 

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
制
度

　八潮市出身の大竹投手は、昨年
１０勝１２敗の成績を残しました。今
年は、更に強さが増した大竹投手
の活躍が期待されています。 
憧れの選手と同じ球団に入団 
　野球を始めたきっかけは、父親と
のキャッチボール。小学時代の南川
崎ゴールデンアローから高校時代
の浦和学院まで、恵まれた体格を
生かし、投手として活躍。子どものこ
ろから憧れだった、大野投手と同じ
広島東洋カープに平成１４年に入
団し、現在、チームの柱の一人とな
っています。 
「逆境に強くなれ」という言葉を胸
にピッチング 
　小・中学校とも毎日練習の日 を々

過ごしてきましたが、高校時代は特
に厳しく、当時の森士監督から「逆
境に強くなれ」という激励をいただき、
プロとなった今も、ピンチの場面では、
その言葉を胸に投げているそうです。 
チームのために１勝でも多く勝ち
星を 
　入団して今年で５年目を迎える大
竹投手は、プロ野球の世界でもまれ
心身の強さもより一層増しました。今
年は１年を通し先発投手として投げ、
チームのために１勝でも多く勝ち星
をあげたいとのことです。 
　最後に、大竹投手から野球少年
の皆さんへのメッセージです。 
「チームワークを大切に、野球を楽
しんでください」 

広
島
東
洋
カ
ー
プ（
背
番
号
１７
） 

強
さ
が
増
し
た
八
潮
の
星 

（
南
川
崎
出
身
） 

大
竹
　
寛 

投
手 

昭和５８年生まれ。南川崎ゴールデンアロー→大原中→浦和
学院。右投右打。身長１８３センチメートル、体重８５キログラム。 

松
伏
町 

吉
川
市 

三
郷
市 

草
加
市 

越
谷
市 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

I
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３

火
垂

ほ
た
る

の
墓
　
　
伊
草
　
中
山
　
靖
子

テ
レ
ビ
の
画
面
に
Ｂ
２９
が
襲
来
し

空
か
ら
の
爆
撃
が
続
い
た

「
戦
争
は
も
う
な
い
よ
ね
」

と
小
学
二
年
生
の
孫
は
顔
を
こ
わ
ば
ら
せ

私
の
腕
を
つ
か
む
。
そ
し
て
翌
日

「
僕
、
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
ず
っ
と
考
え

て
い
た
ん
だ
よ
」
と
真
剣
に
言
っ
た

「
火
垂

ほ
た
る

の
墓
」
の
情
景
が

頭
の
中
を
交
錯
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

六
十
年
前
の
夏
の
日
が
蘇
っ
て
き
た

八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子

琴
の
音ね

に
華
や
ぐ
席
や
初
茶
会

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝

迷
い
つ
つ
齢よ

わ
い

重
ね
て
七
草
粥

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香

一
人
居
に
粉
雪
音
も
な
く
降
れ
り

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義

元
日
の
日
の
丸
な
び
く
民
家
か
な

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道

土
手
の
道
靴
新
し
く
初
歩
き

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み

友
と
行
く
話は

な
し

途
切
れ
る
寒
の
道

八
潮
七
　
　
茂
村
　
つ
留

刈
り
込
ま
れ
過
疎
な
る
庭
に
椿
咲
く

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明

お
で
ん
煮
る
妻
湯
気
の
中
酒
旨う

ま

し

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉

水
底
に
透
け
て
春
待
つ
岸
辺
草

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子

子
の
子
よ
り
じ
い
じ
ば
あ
ば
へ
初
電
話

緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子

富
士
山
を
ピ
ン
ク
に
染
め
し
初
日
か
な

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝

春
を
呼
ぶ
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
に
鶴
の
舞

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子

豪
雪
で
陸
の
孤
島
に
な
る
集
落

八
　
條
　
　
松
永
　
晴
夫

静
け
さ
や
雑
木
林
の
冬
景
色

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏

大
寒
も
過
ぎ
て
小
川
の
水
ぬ
る
む

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子

木
枯
し
に
蜜
柑
落
ち
た
り
ま
た
一
つ

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江

寺
の
鐘
余
韻
を
残
す
去
年

こ

ぞ

今
年

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿

寒
晴
や
出
初
め
の
朝
の
木
遣

き

や

り
歌

垳
　
　
　
　
森
田
ヱ
ミ
子

凧
を
上
げ
平
和
引
き
寄
せ
糸
た
ぐ
る

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子

も
の
の
芽
の
は
じ
け
る
音
の
一
夜
か
な

垳
　
　
　
　
沼
野
　
あ
い

喜
寿
祝
う
師
走
の
旅
や
露
天
風
呂

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武

妻
活
け
し
彩い

ろ

と
り
ど
り
の
花
ば
な
に

松
千
両
添
え
年
あ
ら
た
ま
る

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助

雪
明
け
の
青
空
遠
く
澄
み
渡
り

男
体
女
体
の
筑
波
嶺
仰
ぐ

南
川
崎
　
小
野
塚
喜
代
子

仲
人
の
家
に
て
初
め
て
顔
見
た
る

彼
は
三
日
後
入
隊
し
た
り

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ

成
人
式
迎
え
し
孫ま

ご

娘
の
晴
れ
姿

笑
顔
絶
や
さ
ず
清
く
生
き
よ
と

南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子

見
上
ぐ
れ
ば
遥
か
コ
バ
ル
ト
無
限
の
空
に

飛
行
機
雲
の
幾
群
か
見
ゆ

木
曽
根
　
　
岡
村
　
富
子

送
ら
れ
し
リ
ン
ゴ
の
香
り
部
屋
に
満
つ

ふ
る
さ
と
の
冬
偲
ば
る
る
朝

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子

育
ち
ゆ
く
若
き
命
の
尊
さ
を

過
去
の
戦い

く
さ

に
思
い
起
せ
よ

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和

新
玉
の
御
神
符
受
け
し
清す

が

し
朝

両
手
を
合
わ
せ
御
加
護
祈
り
ぬ

浮
　
塚
　
　
土
屋
美
智
代

頬
染
め
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
抱
き
な
が
ら

早
く
早
く
と
爺
を
呼
ぶ
な
り

八
　
條
　
　
斎
藤
　
孝
男

久
々
に
街
で
見
か
け
し
わ
が
友
は

黙
し
て
去
り
ぬ
喪
中
の
身
ゆ
え

◆
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

文
芸
欄
へ
の
ご
投
稿
は
、
未
発
表
の

自
作
に
限
り
ま
す
。

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度


